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業　績　概　要

　これまでに樹木抽出成分の生物劣化抵抗性に関する役割について継続的な研究を行ってきました。主な
成果を以下に列挙します。
１�）スギ材の人工高温乾燥によって材の生物劣化抵抗性が低下することが，心材に含まれる抽出成分の減
少に由来すること，特に黒心材では材に含まれるテルペノイドである cubebol 類が高温乾燥により，消
失してしまうことを見出しました。その一方で，天然乾燥では黒心材のように酸化のために重合する心
材ポリフェノール（ノルリグナン類）が高温乾燥では乾燥後にも残存することも報告しました。
２�）スギ材は元来，生物を起源とする材料であるため，材質にバラつきが発生することは知られています。
挿し木増殖され２つの異なる場所で生育したスギ心材の抽出成分についてばらつきを観察し，耐久性成
分の量がスギ材の品種および産地によって影響されることを見出しました。
３�）熱帯産材 Nangka（Artocarpus�heterophyllus）の心材はインドネシアなどでは高耐久性材であるこ
とが経験的に知られていましたが，耐久性の原因物質として成分に含まれるartocarpinを同定しました。
４�）針葉樹由来の精油類を高濃度で曝露した場合，ヤマトシロアリの兵蟻が同一コロニーの擬職蟻に対し
て攻撃行動を示すことについて検討しました。精油および精油構成成分を用いて行った実験結果から，
成分の違いによって攻撃行動に差が発生する可能性を示唆しました。

今後の取り組み

　木材あるいは樹木に含まれる成分（抽出成分）が生物劣化に対して抵抗性を示すことは，比較的古くか
ら知られていますが，材の種類が変わると抽出成分も大きく違うこともあって，いまだに知られていない
ことが多くあるのも事実です。今後も樹木抽出成分に関する新しい知見の発見に努め，木材あるいは樹木
の利用の上で有益な情報の提出に努めたいと考えております。
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